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論文内容の要旨

日本での組紐の歴史は長く, 古来より物を緊縛したり, 装飾したり, あるいは被覆

したりする目的で広く用いられてきた. また組紐を組む道具や組紐作製法も長い年月

をかけて様々なものが開発されてきた. このような組紐は真っすぐに作る事が重要視

されてきたが，これに対し本研究では, 自ら曲がる性質を持つ新しい構造を有する曲

がり組紐の作製手法の開発および，曲がり組紐の構造および曲がるメカニズムについ

て検討を行った．加えて，開発した新しい組紐の普及・発展のための組紐技術のコツ

を形式化し，さらに産業用途への展開を見据え, 機械化を考慮した曲がり紐作製機構

の提案を行った.

本論文は，以下の 6 章で構成されている．

第1章では，本研究における研究背景と本論文の目的および構成について記述した．

第 2 章では，様々な組紐の経路図より組紐作製法を比較し, 曲がり紐開発に適した

組紐作製法を選定した. また, 丸源氏組を組紐技術の伝承を目的とし, 熟練者の暗黙

知を形式知化した. 丸源氏組を製作するために必要な技術について, 熟練者特有の手

指操作分析と, 初心者を指導する際のコメントに表れる組紐作製のコツの抽出により,

暗黙知を形式知化した.

第 3 章では, 第 2 章で得られた知見を基に, 曲がり紐の作製手法の開発を試みた．

丸源氏組と呼ばれる組紐作製手法において，真っ直ぐに組む場合に重要視される均等

状態を崩すことで, 曲がる特性を有する組紐を開発した. また, その結果得られた曲

がり紐の内部構造をシミュレーションすることで, 曲がるメカニズムを解明した．さ

らに不均等状態の程度が曲がり紐の曲率に及ぼす影響について明らかとした．

第 4 章では，安定的に曲がり紐を製作する事を目的として，曲がり紐作製における

暗黙知について検討を行った．第 2 章で解明した真っ直ぐな紐を作るコツに加えて,

曲がり紐を作製する場合における特有のコツに内在する暗黙知を形式知化した．

第 5 章では, 曲がり紐作製手法の他の組紐作製法への展開について検討した．第 3
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章で得られた曲がり紐作製手法を異なる構造を有する組紐にも適用し，得られた曲が

り紐の構造を比較することで, 曲がり紐の曲がり度合いを決定する要因について明ら

かとした. さらに，曲がり紐の作製を機械化する機構について提案した.

第 6 章では，本研究で得られた知見をまとめ，今後の展望について述べた．

論文審査の結果の要旨

組紐とは日本古来から真っ直ぐな形状であり，これまでその作製方法や真っ直ぐな

紐の力学的特性に関する研究はなされてきた．本論文においてはこのような組紐に曲

率を付与する手法を提案し，曲がるメカニズムや曲率の制御，作製するのに必要な動

作や機械化に関する手法について検討された．まず，通常真っ直ぐな紐に曲率を与え

る手法について検討を行い，真っ直ぐな組紐を作製手法において重要な組糸の均等な

配置を意図的に偏らせることで，曲率を付与できることを見いだした．またその偏り

を大きくすることにより曲率が大きくなることが明らかとされた．この結果より，組

紐の内部構造モデルを確立し，それを元に曲率が付与されるメカニズムを明らかとし

た．さらにある構造を有する組紐以外に適用可能であることを見いだした．構造の異

なる組紐において曲率が異なったことから，各組紐の内部構造，断面二次モーメント，

曲げ剛性との関係について検討し，曲がりを促進する要素と抑制する要素のバランス

によって曲がり組紐の曲率が決定されていることを見いだした．

さらに本論文においては，実用化を考慮し，曲がり組紐作製手法に内在する暗黙知

の形式知化について取り組み，通常の組紐の作製方法にはない新たな動作が内在する

ことを明らかとした．またこの曲がり紐作製手法の産業用途への展開を考慮して機械

化の提案までなされた．

以上の論文は，曲率を有する組紐というこれまでになかった新しい概念を形にした

研究で，この知見を様々な分野に適用することにより，新たな用途の可能性を広げる

ものであり，学術的，工業的，また文化的に意義が大きいと思われる．

本論文の内容は，査読システムが確立されている学術誌に掲載された以下の基礎論

文 2 報，国際会議でのプロシーディングに掲載された参考論文 1 報に報告されてい

る．いずれも申請者が筆頭著者であり，以下の論文において二重投稿など研究者倫理

に反する事象は認められなかった．
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